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地
域
課
題
解
決
に
向
け
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
組
織
を
設
立

　

福
江
島
の
北
東
部
に
位
置
す
る
奥
浦
地
区
の
人
口
は
、
昭
和
二
五

年
に
最
多
と
な
る
四
三
七
五
人
を
数
え
た
が
、
令
和
二
年
三
月
末
日

現
在
で
は
九
八
〇
人
（
減
少
率
約
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
四
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
い
。
地
区
内
に
は
小
学
校
、
中
学

校
が
各
一
校
、
五
島
市
役
所
出
張
所
が
一
カ
所
あ
る
も
の
の
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
維
持
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
「
小
売
店
が
す
べ
て
廃
業
し
、
食
料
・
日
用
品
を
地
域
内

で
揃
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
バ
ス
路
線
が
な
い
地
域
で
は
、
車

を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
が
通
院
や
買
い
物
と
い
っ
た
日
常
生

活
に
不
便
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
」「
若
者
が
減
り
、
伝
統
文
化
の

継
承
や
町
内
会
の
存
続
が
難
し
い
」「
住
民
が
地
域
の
複
数
の
役
職

を
兼
務
し
て
お
り
、
会
議
な
ど
の
過
度
な
負
担
や
非
効
率
な
事
業
活

動
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
挙
が
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
町
内
会
連
合
会
や
各
種
地
域
団

体
な
ど
に
よ
る
「
お
く
う
ら
夢
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
以
下
、
協

議
会
）」
が
、
平
成
二
五
年
一
一
月
に
設
立
さ
れ
た
。
翌
年
度
か
ら
は
、

五
島
市
の
「
地
域
の
絆
再
生
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
指
定
を

受
け
、
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

協
議
会
の
組
織
は
、
最
高
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
「
総
会
」、
全

体
の
運
営
を
行
な
う
「
役
員
会
」、
実
際
に
活
動
す
る
「
部
会
」
の
大

き
く
三
つ
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
部
会
は
現
在
、
地
域
振
興
、
防
犯

防
災
、
保
健
福
祉
、
環
境
保
全
、
体
育
文
化
の
五
つ
で
取
り
組
み
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

設
立
当
初
の
会
員
数
は
四
四
名
だ
っ
た
が
、
平
成
三
一
年
四
月
時

点
で
は
九
〇
名
を
数
え
て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
加
盟
団
体
が

お
く
う
ら
夢
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

五
島
市
集
落
支
援
員　

小
嶋 

久
実
子

長崎

五島列島

福江島

至 佐世保

至 長崎

奈留島

久賀島

中通島10km

福江島：五島列島最大の島で、大部分
が西海国立公園に指定されている。
面積326.31km2、周囲320.3km、人口
33,622人（令和2年3月末日現在）。北
東部にある奥浦地区には13の集落が
散在し、県指定有形文化財の堂崎天
主堂が観光名所の1つとなっている。

住
民・
行
政・団
体
が
連
携
し

地
域
の
課
題
解
決
に
挑
む

──
防
災
マ
ッ
プ
・
買
い
物
支
援
・
特
産
品
づ
く
り

福江島
（長崎県五島市） 4
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増
え
た
こ
と
、
そ
の
団
体
の
役
職
と
し
て
入
会
し
て
い
た
方
々
に
任

期
の
終
了
後
も
で
き
る
限
り
会
員
と
し
て
残
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

地
区
内
外
の
方
々
と
協
働
で
策
定
し
た
基
本
構
想

　

協
議
会
は
、
市
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
始
め
た
。

し
か
し
、
当
初
は
全
体
的
な
活
動
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
か
っ
た
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が
単
発
的
に
事
業
を
こ
な
す
だ
け
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、「
訪
れ
た
く
な
る
・
住
み
た
く
な
る
・
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
奥
浦
」
の
構
築
に
向
け
た
計
画
的
な
取
り
組
み
の
推
進

や
、
住
民
ほ
か
関
係
各

者
が
共
有
で
き
る
地
域

づ
く
り
の
基
本
構
想
の

策
定
を
、
住
民
や
各
種

団
体
に
加
え
、
地
域
に

関
わ
る
す
べ
て
の
方
々

と
協
働
し
な
が
ら
行
な

っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の
検
討
会
議
や

大
学
生
と
の
意
見
交
換

な
ど
を
通
し
、
奥
浦
地

区
が
目
指
す
「
ま
ち
づ

く
り
基
本
構
想
」
が
策

定
さ
れ
た
。

　

検
討
会
議
で
は
外
部
講
師
を
招
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
地

域
の
分
析
や
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
を
協
議
し
た
。
大
学
生
に
は
、

彼
ら
の
視
点
か
ら
奥
浦
地
区
の
現
状
や
地
域
の
宝
（
資
源
）
な
ど
を
洗

い
出
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
ら
を
課
題
解
決
に
活
か
す
た
め
の
ア
イ
デ

ア
や
事
業
を
提
案
し
て
も
ら
っ
た
。
検
討
会
の
結
果
を
と
り
ま
と
め

た
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
と
具
体
的
な
取
り
組
み
は
以
下
の
通
り
。

•�

地
域
振
興
部
会
：「
人
口
を
維
持
す
る
ま
ち
」
を
将
来
像
に
、
五
島

市
や
観
光
団
体
と
連
携
し
て
体
験
型
観
光
や
民
泊
を
充
実
さ
せ
、

奥
浦
に
訪
れ
る
人
や
短
期
滞
在
す
る
人
を
増
や
し
、
民
泊
→
短
期

滞
在
→
定
住
へ
と
つ
な
げ
る
。
教
会
な
ど
の
地
域
資
源
の
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
。

•�

防
犯
防
災
部
会
：「
つ
な
が
り
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」
を
将
来
像

に
、
自
主
防
災
組
織
や
地
域
住
民
と
連
携
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
区
を
目
指
し
、
交
通
安
全
教
室
や
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
。
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
毎
朝
立
哨
活
動

を
行
な
い
、
児
童
生
徒
や
車
の
運
転
者
な
ど
に
対
し
て
安
全
な
通

学
・
通
勤
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
。

•�

保
健
福
祉
部
会
：「
長
く
元
気
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
将
来

像
に
、
高
齢
者
（
地
域
に
支
え
ら
れ
る
側
で
も
あ
り
、
地
域
を
支
え
る
側
で

も
あ
る
）
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
活
動
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
へ

の
参
加
機
会
を
提
供
・
支
援
す
る
。
高
齢
者
の
集
い
の
場
の
設
置

や
車
の
運
転
が
で
き
な
い
買
い
物
弱
者
へ
の
対
策
を
行
な
う
。

特集　島から考える日本・Ⅰ

大学生から地域課題解決に向けたアイデアや事業の提案を
受ける。
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•�

環
境
保
全
部
会
：「
誇
れ
る
美
し
い
ま
ち
」
を
将
来
像
に
、
奥
浦
地

区
の
名
所
や
風
光
明
媚
な
景
観
の
維
持
、
充
実
な
ど
に
向
け
た
草

刈
り
や
清
掃
活
動
を
行
な
う
。

•�

体
育
文
化
部
会
：「
地
域
を
愛
す
る
人
が
育
つ
ま
ち
」
を
将
来
像
に
、

自
然
体
験
や
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
を
通
じ
、
心
豊
か
に
た
く

ま
し
く
学
び
、
生
き
る
子
ど
も
を
地
域
全
体
で
育
む
。
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
歴
史
資
産
の

整
備
、
案
内
板
の
設
置
を
行
な
う
。

防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
で
災
害
意
識
を
醸
成

　

防
犯
防
災
部
会
が
実
施
し
た
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
住
民
自
ら

が
作
成
し
た
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
、

自
分
の
生
命
と
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
奥
浦
地
区
内
の
災
害
危

険
箇
所
、
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
災
害
に
対

す
る
事
前
の
備
え
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
掲
載
し

て
い
る
主
な
情
報
は
、
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、
住
民
が
と
る
べ
き

行
動
（
発
災
時
の
連
絡
方
法
、
消
火
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
ほ
か
）
な
ど
で

あ
る
。

　

マ
ッ
プ
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
部
会
議
を
年
に
七
回
開
き
、
日
本

防
災
士
会
長
崎
県
支
部
の
担
当
者
の
指
導
を
受
け
た
。
約
三
〇
人
の

住
民
が
実
際
に
現
地
を
見
て
回
り
、
調
査
結
果
を
地
図
に
落
と
し
て

い
き
、
危
険
箇
所
の
写
真
を
貼
る
と
と
も
に
、
安
全
の
ポ
イ
ン
ト
、

気
づ
い
た
点
な
ど
を
付
箋
や
シ
ー
ル
で
書
き
込
ん
で
い
っ
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
防
災
の
観
点
か
ら
地
域
を
見
る
と
、
身
近
に
あ
る
水
路

も
じ
つ
は
危
険
箇
所
と
な
る
。

発
見
が
多
か
っ
た
」な
ど
の

意
見
が
挙
げ
ら
れ
た
。
完
成

し
た
マ
ッ
プ
は
、
住
民
自
身

が
分
か
り
や
す
く
活
用
で
き

る
よ
う
に
集
落
ご
と
に
区
分

け
し
た
上
で
、
各
家
庭
へ
配

布
し
た
。

　

平
成
二
八
年
度
に
は
、
学

校
（
児
童
生
徒
と
保
護
者
、
教
職

員
）、
町
内
会
、
老
人
介
護
施

設
、
警
察
、
消
防
団
・
消
防

署
を
参
加
団
体
と
す
る
防
災

訓
練
を
一
地
区
で
実
施
し
た
。
同
三
〇
年
度
に
も
、
市
役
所
、
社
協
、

消
防
団
・
消
防
署
、
警
察
な
ど
の
協
力
の
も
と
二
地
区
の
町
内
会
で

訓
練
を
行
な
っ
た
。
訓
練
後
に
は
、「
災
害
に
備
え
る
心
構
え
が
で

き
た
」「
坂
道
や
階
段
で
は
、
足
の
悪
い
方
な
ど
に
対
す
る
補
助
や

誘
導
支
援
が
必
要
」「
早
め
の
避
難
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
に
応
じ
た

避
難
ル
ー
ト
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
な

ど
、
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

　

令
和
元
年
に
台
風
の
来
襲
に
よ
り
土
砂
崩
れ
や
水
没
が
地
区
内
で

起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
、「（
今
回
の
）
経
験
を
活
か
し
て
災
害
に
備
え

よ
う
！
」を
タ
イ
ト
ル
に
、
災
害
が
起
き
た
現
場
の
状
況
を
ま
と
め 住民の手による防災マップづくりの様子。
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た
保
存
版
の
広
報
誌
を
発
刊
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
だ
け
で
万
全
な
防
災
体
制
が
整
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
常
日
頃
か
ら
避
難
場

所
・
経
路
の
確
認
、
備
蓄
品
の
購
入
な
ど
を
行
な
っ
て
い
き
、
災
害

に
強
い
地
域
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
見
守
り
に
も
つ
な
が
る
買
い
物
弱
者
支
援
事
業

　

保
健
福
祉
部
会
で
は
、「
店
が
な
く
食
料
や
日
用
品
を
買
う
の
に

苦
労
す
る
」「
買
い
物
に
タ
ク
シ
ー
を
使
う
た
め
費
用
が
か
か
る
」「
病

院
や
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
へ
行
く
手
段
が

な
い
」
な
ど
の
声
を

受
け
検
討
し
た
結
果
、

ま
ず
買
い
物
弱
者
支

援
事
業
か
ら
取
り
組

ん
だ
。

　

平
成
二
七
年
四
月

か
ら
準
備
を
始
め
、

福
祉
施
設
、
民
生
委

員
、
町
内
会
長
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら

同
年
一
〇
月
に
宅
配

買
い
物
支
援
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。
事
業
内

容
は
、
町
内
会
長
や
民
生
委
員
ら
が
住
民
か
ら
注
文
票
を
回
収
し
、

そ
の
後
、
地
域
に
あ
る
福
祉
施
設
が
木
曜
日
ま
で
に
業
者
へ
発
注
。

翌
日
の
午
後
二
時
ま
で
に
業
者
が
福
祉
施
設
へ
配
達
し
、
そ
こ
か
ら

町
内
会
長
ら
が
各
家
庭
へ
と
宅
配
す
る
と
い
う
も
の
。
翌
二
八
年
度

は
、
試
験
期
間
と
し
て
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
無
料
で
の
支
援

を
行
な
っ
た
。
当
初
の
登
録
者
は
二
三
名
で
、
毎
週
一
〇
名
程
度
の

利
用
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
事
業
は
、
月
額
五
〇
〇
円
の
利
用
登
録
料
と
、
協

議
会
か
ら
福
祉
施
設
へ
の
年
間
二
〇
万
円
の
委
託
料
収
入
に
よ
っ
て

制
度
の
維
持
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

買
い
物
支
援
を
行
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
実
際
に
商
品
を
見
て
買

い
た
い
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
部
会
で
は
、
同
じ

五
島
列
島
の
新
上
五
島
町
で
買
い
物
送
迎
を
行
な
っ
て
い
る
ス
ー
パ

ー
へ
の
視
察
を
実
施
し
た
。
視
察
先
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
平
成
二
八

年
一
月
よ
り
買
い
物
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
を
起

点
に
週
三
回
の
無
料
送
迎
を
行
な
っ
て
い
る
。
二
九
人
乗
り
バ
ス
を

使
用
し
、
運
転
手
（
交
代
制
で
二
名
）
は
ス
ー
パ
ー
が
雇
用
し
て
い
た
。

バ
ス
に
は
必
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
同
乗
し
、
住
民
の
乗
降
や
買

っ
た
商
品
を
家
ま
で
運
ぶ
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
視
察
で
は
バ
ス
が

二
往
復
し
た
が
、
い
ず
れ
も
満
席
で
利
用
者
は
大
変
喜
ん
で
い
た
。

　

こ
の
視
察
を
基
に
民
生
委
員
が
中
心
と
な
り
、
平
成
二
八
年
一
二

月
に
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
利
用
登
録
者
を
対
象
に
無
料
で
買
い
物
送
迎

を
試
行
。
一
四
集
落
（
当
時
）
の
う
ち
五
集
落
を
運
行
し
、
一
四
名

の
方
の
利
用
が
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
検
証
し
、
翌
年
一
月
か
ら
全

日用品を揃えるだけでなく、利用者の交流の場にもなっている買い
物弱者支援事業。

特集　島から考える日本・Ⅰ
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集
落
を
対
象
に
二
週
間
に
一
回
の
試
験
運
行
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

奥
浦
地
区
全
域
を
回
る
に
は
、
終
日
運
行
を
行
な
っ
て
も
二
日
を
要

す
る
。
そ
こ
で
、
運
転
手
は
午
前
と
午
後
の
交
代
制
と
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
一
人
つ
け
た
。
一
月
は
二
日
間
で
二
〇
名
、
二
月
は
同
日

数
で
二
三
名
が
利
用
し
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
毎
月
第
一
・
三
週
の
火
・
水
曜
日
に
買
い
物
送
迎

を
本
格
実
施
。
送
迎
車
は
決
ま
っ
た
時
間
に
地
区
を
回
る
の
で
、
予

約
の
必
要
は
な
く
、
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
ス
ー
パ
ー
で
一
時
間
ほ
ど

の
買
い
物
が
で
き
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
元
企
業
か
ら
賛
同
を
い
た
だ
き
、
物
心
両
面
の

協
力
が
得
ら
れ
た
。
安
心
し
て
生
活
必
需
品
を
買
い
揃
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
副
次
的
な
効
果
と
し
て
、
利
用
者
の
交

流
の
場
、
引
き
こ
も
り
の
解
消
、
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
は
「
と
て
も
便
利
で
、
地
域
の
方
と
会

話
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
」
な
ど
、
う
れ
し
い
言
葉
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

奥
浦
の
歴
史
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
く
り

　

地
域
振
興
部
会
で
は
、
平
成
二
七
年
に
奥
浦
に
ゆ
か
り
の
あ
る
特

産
品
づ
く
り
を
始
め
た
。
文
献
を
調
べ
た
と
こ
ろ
「
唐
の
国
か
ら
修

行
を
終
え
た
弘
法
大
師
が
帰
路
に
つ
く
途
中
、
奥
浦
湾
で
風
待
ち
さ

れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
村
人
た
ち
に
持
ち
帰
っ
た
大
豆
を
分
け
て
く

だ
さ
っ
た
」
と
い
う
記
述
を
み
つ
け
た
。

　

そ
こ
で
、
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
た
大
豆
づ
く
り
と
、
少
し
時
期

を
ず
ら
し
て
栽
培
で
き

る
そ
ば
づ
く
り
に
着
手

し
、
翌
年
、
一
反
の
畑

か
ら
栽
培
を
始
め
た
。

収
穫
後
は
、
十
割
そ
ば

の
そ
ば
打
ち
体
験
を
企

画
し
、
平
成
三
一
年
二

月
に
は
豆
腐
づ
く
り
講

習
会
も
開
催
し
た
。
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
よ
り
、

使
用
し
て
い
な
い
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
て
欲

し
い
と
声
が
か
か
り
、

徐
々
に
畑
の
面
積
も
増

え
た
。
令
和
元
年
は
大
豆
を
一
反
、
そ
ば
を
二
反
栽
培
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
も
な
く
、
害
虫
や
台
風
、
水
害

の
被
害
を
受
け
、
収
穫
も
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
今
年
、
幻
の
そ
ば

づ
く
り
で
有
名
な
諫
早
市
高た
か

来き

町
へ
伺
い
、
栽
培
を
行
な
う
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点
、
使
用
し
て
い
る
農
機
具
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
視
察
先
の
畑
は
広
大
で
、
使
用
し
て
い
る
農
機
具
な
ど
奥
浦
地

区
と
の
違
い
も
あ
っ
た
が
、
参
考
に
で
き
る
点
も
非
常
に
多
か
っ
た
。

　

こ
の
特
産
品
づ
く
り
は
、
現
役
を
引
退
さ
れ
た
シ
ニ
ア
の
方
々
の

生
き
が
い
に
も
な
っ
て
い
る
。
奥
浦
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
る 耕作放棄地を利用した大豆づくり。
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よ
う
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
形
の
あ
る
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。

　

前
述
の
事
業
以
外
に

も
、
地
域
資
源
案
内
看

板
設
置
や
教
会
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
の
整
備
な

ど
交
流
人
口
の
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
（
地

域
振
興
部
会
）、
ナ
イ
タ

ー
・
ペ
タ
ン
ク
（
金
属
製

の
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
球
技
）

大
会
、
蛍
鑑
賞
会
、
奥

浦
さ
る
く
（
ま
ち
歩
き
）、

小
中
市
民
合
同
運
動
会
の
開
催
な
ど
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
郷
土
愛
を
育
む
事
業
（
体
育
文
化
部
会
）、
史
跡
・
観
光
地

な
ど
の
環
境
整
備
（
環
境
保
全
部
会
）、
地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
の

立
哨
活
動
や
街
路
灯
の
設
置
（
防
犯
防
災
部
会
）
な
ど
、
各
部
会
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

　

ど
の
地
域
で
も
同
様
だ
と
思
う
が
、
事
業
を
行
な
っ
て
い
く
上
で
、

人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
あ
ま
り
特
定
の
人
に
負

小嶋久実子 （こじま くみこ）

1971年、長崎県新上五島町（旧
若松町）生まれ。2017年に五島
市の集落支援員として奥浦出
張所に配属。おくうら夢のま
ちづくり協議会の事務局とし
て、事業の運営・管理を担う
ほか、同協議会が行なう体験
民泊事業のコーディネーター
も兼任。

担
を
か
け
ず
、
み
ん
な
で
分
担
・
協
力
し
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
が

急
務
で
あ
る
。

　

幸
い
に
し
て
、
地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
得
意
分
野
を
も
っ
た
多
様

な
人
材
が
い
る
と
感
じ
て
い
る
。「
き
ら
り
」
と
光
る
奥
浦
の
人
々

を
発
掘
し
、
個
人
の
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
周
囲
が
支
え
、

強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
活
動
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
く
ら
し
な

ど
、
奥
浦
の
大
切
な
も
の
を
活
か
す
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
を
解
決

し
つ
つ
、
目
標
と
す
る
奥
浦
の
将
来
像
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
う
。

　

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
の
「
地
域
住
民
」、
そ
れ
を

支
援
す
る
「
行
政
」、
関
係
企
業
・
団
体
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
、
奥
浦
地
区
の
夢
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。�

■

地域の方々が参加したそば打ち体験。
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